
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

希少元素を含まず汎用原料だけで構成できる Cu2ZnSnS4 (以下 CZTS)薄膜太陽電池の研究を行っている。光吸収係

数が Si の 100 倍程度で Si 太陽電池と比較して光吸収層の薄膜化が可能であり、バンドギャップが 1.5eV 程度であるこ

とから、太陽光のスペクトルとマッチした環境調和型太陽電池として期待されている。本研究室の太陽電池作製では、

各種の真空成膜装置（MBE、蒸着装置、スパッタ装置、硫化装置等）を用いて、ガラス基板上に下部電極、光吸収層、

界面層、透明導電膜、くし形 Al 電極などを形成する。薄膜物性を評価し、太陽電池の変換効率が高くなるような作製プ

ロセスを模索している。評価手法として、UV-Vis, SEM, AFM, XPS, Hall 測定等で多角的評価が可能な体制にある。ま

た、長岡高専のオープンソリューションセンターの共同利用設備(XRD, SEM, Raman)も利用が可能である。 

これまでに MBE を用いた同時蒸着および連続硫化処理による CZTS 形成を実現し、異相である Cu2-xS が太陽電池セ

ルへ与える影響を明らかとしてきた(図 1,2)。真空プロセスおよび物性評価を通して材料開発から行うモノ作りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Area : 0.1769cm2

Voc :511.6mV

Jsc :9.01mA/cm2

F.F. :48.9%

Eff. :2.25%

AM1.5, 100mW

AC 50uW/cm2 +

100mW/cm2

AM1.5G

所属： 長岡工業高等専門学校 電気電子システム工学科 

図 1: MBEを用いた同時蒸着および連続硫化処理    
により形成した CZTS薄膜太陽電池の JV 特性 
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技術相談 

提供可能技術： 

・薄膜作製(化合物および IV 族半導体薄膜成膜) 

・物性評価(表面物性(形状評価、元素分析)、その他) 

 

 

 

図 2: Raman 分析で検出された CZTS 層と Cu2-xS
異相およびセルの変換効率の相関 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

上記写真(一例)記載装置の他、各種成膜、熱処理設備あります  

  

  

  

  

 

 

小型水冷 MBE装置 電気特性評価システム XPS(角度分解、スパッタ機能) AFM(モフォロジ、表面電位) 


